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続する｡日本では, 2009年に策定された ｢宇宙基本計画｣の中で ｢宇宙太陽光発電研究開発プログラム｣
が提案され,SSPSの実用化に向けた実証実験が予定されている｡無線電力伝送はSSPSのみならず,電気自
動車-の無線充電,RF-IDタグや各種のセンサー-の給電等,様々な応用を目指した研究開発が進んでいる｡
無線電力伝送において,レクテナは最も重要な構成要素の一つであるが,RF-DC変換回路に用いるマイク
ロ波ダイオードの強い非線形性により,RF-DC変換効率が入力電力や負荷抵抗に依存し,さらに入力波の高
調波が発生しその放射をも伴うので,設計が難しいとされてきた｡本論文では,高い変換効率を有するRf-DC
変換回路の実現を目的として,まず,ダイオード特性を測定して非線形性をも含めて適切なモデルで表現し,
回路理論的検討を行うと共に,高調波を含め,集中回路素子とマイクロ波導波路及び電磁界の結合をも総合
的に解析するができるLE-FDTD法による電磁界シミュレーションを行い, Rf-DC変換回路の精密な最適設
計を行うことに成功した｡特に,レクテナでは,ダイオードの非線形性により入力電力が小さいときに変換
効率が低下する傾向があるが,mw程度の入力電力に対しても,65%以上の高い変換効率を有するRf-DC変
換回路の設計を得ることができた｡さらに,チップ素子のみを用いてRF-DC変換回路を構成することにより,
大幅な小型化と,不要放射抑制による変換効率の向上を実現できることをも示した｡
本研究の成果は,レクテナに対する見通しの良い設計法を提供することになり,無線電力伝送の分野-の
重要な貢献となることが期待される｡以上のことから,本論文は博士の学位に十分に値するものと考えられ
る｡
